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美浜３号炉大事故は 警告する

一日も早く若狭の原発を止めるために
松下照幸さん（美浜町議）を囲んで 講演討論会

日 時 ９月５日（日） 午後２時から５時
場 所 東淀川勤労者センター
JR「新大阪」駅新幹線出口より徒歩約10分
阪急電車京都線「崇禅寺」駅下車西へ約10分

大阪市東淀川区東中島4丁目4番4号
電話06-6321-0001

（すさまじい配管の大破断－下から覗く）

８月９日、若狭の原発美浜３号炉で、配管が大破断

するという大事故が起こりました。５名の作業者が亡く

なり、５名の方が病院で治療を受け、１名が自宅療養

されています。

私たちは翌日、関西電力に対し、緊急申し入れを

行いました。 （横から見ると、バカッと開いた口）
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関西電力は、全く点検など行っていないことが、明らかとなり、国も関電に任せきりで放置していたと

いうことでした。 写真を見て

も、厚さ１ｃｍもある配管が見

るも無惨にベロッとめくれて

います。「どうして、今までき

ちんと点検していなかったの

だろうか。」と、関電に対する

不信感を増幅させたのは、

私たちだけではないでしょう。

関電のＣＭで、「安全の上

にも安全」とか、「原発で働く

社員が安全点検をしていま

す」などと宣伝していたのは、

みんなウソだったのです。

関電の発表によれば、今回の破断を起こした配管は、原発運転開始時から１度も点検していません。

しかも、１９８６年のアメリカのサリー原発事故で、同様の事故で４名もの方が亡くなっていたのに、自らの

原発でふり返ることなく、点検せず強行運転をしていたのです。

福井の山崎さんは、「地震の際に、地震Cクラスの耐震性しかないタービン建屋が壊れれば、二次系

配管が破断して、一次系の熱を吸収することができなくなり、ついには炉心冷却に失敗して炉心溶融の

最悪の事故になるというシナリオを常に考えて、私たちは心配しています。」と常々言っておられます。

今回の事故でも炉心溶融事故の危険性があったのです。 また、山崎さんは、「今朝、寝ぼけ眼で外に

出ると、近所の母娘が何かに憤慨して会話し

ている声を耳にしました。お年寄りの方が『定

検を怠っていたなんて冗談じゃない』と憤慨し

ているのです。娘さんの方が、『本当に、普通

の工場ではないんだから、まったくけしからん

ね』『まかり間違えれば、放射能は町まで飛ん

でくるんだから。大変なことになっていた』彼

女達とは普段、挨拶を交わす程度で、原発の

話などしたこともありません。よほど衝撃が大

きかったのでしょう。こんなときこそ、僕らとして

は、何か行動をしなければならないとつくつ

づく思いました。」

緊急ですが、９月５日の日曜日に、福井の

美浜町から松下照幸さんをお招きし、そのときの緊迫した美浜町の様子やこれからの原発を止めるため

の闘いについて、大いに話しあいたいと思います。参加をお願いします。



今後の予定

９月５日（日） 午後２時から５時

松下照幸さん（美浜町議）を囲んで 講演討論会
場 所 東淀川勤労者センター

（新大阪駅下車 徒歩１０分）

９月１２日（日） 午後２時から
イラクに平和を！劣化ウラン禁止を！第３回学習会

ウラン兵器禁止国際署名をいかに進めるか

何のためのイラク戦争、自衛隊派兵なのか

ＪＲ芦原橋駅下車 徒歩８分ヒューマインド（総合福祉センター）
連絡 ヒバク反対キャンペーン ふりつ ０７９８－４４－２６１４

「署名にご協力を！」

・ 若狭ネットも「ウラン兵器禁止を求める国際署名」に賛同し、

署名活動をしています。ご協力をお願いします。

９月１９日（日） 午前１０時～
戦争はいやや！核なんかいらへん

地下鉄「長居」駅下車、児童公園大阪の長居公園
反核フェステイバル実行委員会

９月２６日 午後１時～５時
原発いらない市民の集い 美浜事故を許さない ＪＣＯ事故を忘れない

（地下鉄「天満橋」駅下車）エルおおさか 視聴覚室
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関電に出向き、経済性を最優先にすすめる関電の姿勢を批判し続けてきま・ 私たちは、何度も何度も

した。８月２日の交渉でも定期検査期間を短縮、長期連続運転などは、ますます 原発の運転が危険

になることを批判し続けてきました。しかし、関電は、耳を傾けることもなく無視し続けました。

１週間後の８月９日。とうとう尊い人命を奪う大事故を起こしました。人命を奪わないかぎり、自分た

ちのデタラメさを隠し続ける関電の社風には、もううんざりします。関電は、あと何人もの人を殺したら、

原発をやめるというのでしょうか。関電の原発から放射能大量放出という大事故が起これば、多くの人

きよ子々が犠牲になる、なんとしても 原発を止めねば。
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